
まる子がドリフに大挑戦！？ 楽しい歌謡ショーも！
ありがとう！アニメ化35周年

笑って歌って福来たる 新春１時間スペシャル

報道関係者各位

News Release

日本アニメーション株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：石川和子）がアニメーション制作・ラ
イセンス展開を行う『ちびまる子ちゃん』が、放送開始から35周年を迎えるにあたり、１月５日（日）18時～
19時に、『ちびまる子ちゃん ありがとう！アニメ化35周年 笑って歌って福来たる 新春１時間スペシャル』を
お送りします。子供から大人まで愛されている国民的アニメ『ちびまる子ちゃん』は、1986年に少女マンガ
雑誌『りぼん』（集英社）で連載開始、1990年1月7日(日)にアニメ放送がスタート、2025年で放送35周年を
迎えます。この記念すべき年の最初の放送として、１時間スペシャルでとっておきのお話をお届けします。

＜まる子、ドリフに挑戦！？ ちびまる子ちゃんの仲間たちによる楽しい歌謡ショーも！＞
新春１時間スペシャルで放送されるのは、『まる子、ドリフになる』の巻、『たまちゃんのお父さんの初夢』の
巻、『熱唱！ちびまる子ちゃん歌謡祭』の巻の３エピソード。
『まる子、ドリフになる』の巻では、タイトルの通りまる子たちがドリフに挑戦！？まる子、はまじ、小杉くん、
藤木くん、大野くんがお楽しみ会に向けて３の４（３年４組）ドリフターズを結成することになり、特訓を開始
するも、なかなか思うようにはできなくて…？
そして、『熱唱！ちびまる子ちゃん歌謡祭』の巻では、ちびまる子ちゃんの仲間たちが、楽しい歌謡ショー
をお届け！まる子と友蔵が「てんとう虫のサンバ」を歌うほか、1970年代を彩った懐かしの名曲の数々を
披露します。誰がどんな曲を歌うのか、ぜひ放送をお楽しみに。

記念すべき35周年最初の放送となる『ちびまる子ちゃん ありがとう！アニメ化35周年 笑って歌って福来た
る 新春１時間スペシャル』で、ぜひまる子たちと楽しいひとときをお過ごしください。
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【菊池こころ（まる子役）】
・収録を終えて
「歌謡ショーで歌った『てんとう虫のサンバ』は、まる子の声で高い声を出すのがなかなか難しくて…。皆さ
ん、キャラクターの声でしっかり歌えていて“すごいなぁ！”って思いました。『まる子、ドリフになる』は、い
かりや長介さんと藤木くんとの絡みがとてもお気に入りなので、注目して見てほしいです。この１時間スペ
シャルが、35周年を迎えて最初の放送になりますので、ぜひ皆さんでお楽しみください！」

【島田敏（おじいちゃん役）】
・収録を終えて
「昭和歌謡が満載で、本当に楽しい１時間スペシャルになっていると思います。まる子と友蔵の歌もありま
すし、友達の歌も沢山あります。また、初夢のお話やドリフの世界もあって、まさに35周年にふさわしい、
まる子ワールドの１時間になったと思っていますので、ぜひご覧ください。ここで一句。

初夢よ
かなえておくれ
若返り

友蔵 新年に願う心の俳句」

＜『まる子、ドリフになる』の巻＞（前編）(後編）

今度のお楽しみ会で、ドリフをやりたいと、はまじが提案する。ザ・ドリフターズは国民的人気を誇る、日本
を代表する音楽・コントグループであり、まる子はもちろんのこと、日本中の子供たちが夢中であった。
3の4(３年４組）ドリフターズを作ることになり、メンバーを選ぶはまじ。加トちゃん役ははまじ、高木ブー役
は小杉くん、志村けん役はまる子、いかりや長介（長さん）役は背が高いという理由で藤木くんに、仲本工
事役は運動神経の良さもあり大野くんに。そして3の4ドリフターズは、歌の練習から始めるのであった。
テレビを食い入るように見て聞いて、歌詞をメモし、振り付けを覚えてきたまる子たちだったが、なかなか
思うように出来ない。
お笑い好きの野口さんが指導に入り、本気の練習が始まった。そして特訓は続き、いよいよお楽しみ会の
前日。長さんの難しさに、藤木は悩んでいた。
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＜『たまちゃんのお父さんの初夢』の巻＞
新年、たまちゃんのお父さんの様子がどこかおかしいのだと言う。聞いてみると、初夢に出てきた仙人の
おじいさんに、たまちゃんの写真を撮らなければ良いことが起きるであろうと言われたらしい。そこで、写
真を撮るのを我慢しているたまちゃんのお父さんの力になりたいと、まる子と友蔵は、自分たちの写真を
撮ってもらうことを提案する。

＜『熱唱！ちびまる子ちゃん歌謡祭』の巻＞
みなさまへの感謝を歌にのせてお届け！ちびまる子ちゃんの仲間たちが、楽しい歌謡ショーをお届けしま
す！一体どんな歌が飛び出すのか？まる子たちと一緒に歌って踊って、お楽しみください！

≪タイトル≫
『ちびまる子ちゃん ありがとう！アニメ化35周年 笑って歌って福来たる 新春１時間スペシャル』

≪放送日時≫
１月５日（日）18時～19時
※毎週（日） 18時～18時30分放送

≪キャスト≫
まる子（声：菊池こころ）
お父さん（声：屋良有作）
お母さん（声：一龍斎貞友）
おじいちゃん（声：島田 敏）
おばあちゃん（声：佐々木優子）
お姉ちゃん（声：豊嶋真千子）
他

≪スタッフ≫
原作：さくらももこ
脚本・制作協力：多田弘子（さくらプロダクション）
プロデューサー：前田泰成（フジテレビ）、田中伸明（日本アニメーション）
監督：高木 淳（日本アニメーション）
制作：フジテレビ、日本アニメーション

≪最新放送回 無料配信中≫
【TVer】https://tver.jp/lp/series/sr6z4bxpf7
【FOD】https://fod.fujitv.co.jp/s/genre/anime/ser5d40/

番組概要

https://fod.fujitv.co.jp/s/genre/anime/ser5d40/


【「ちびまる子ちゃん」に関するお問い合わせ先】
日本アニメーション株式会社 広報・宣伝担当：村岡

電話： 03-3545-2202 E-mail：pr-NA@nippon-animation.co.jp
画像掲載の際はコピーライトを記載いただきますようお願い申し上げます。
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＜本件に関するお問い合わせ先＞

『ちびまる子ちゃん』について

参考資料

さくらももこ原作の『ちびまる子ちゃん』は、静岡県清水市（現・
静岡県静岡市清水区）を舞台に、そこに暮らす一家・さくら家
の次女である小学3年生のまる子（さくら ももこ）と、家族や友
だちとの日常を、楽しく面白く、時に切なく描いた心温まる作
品です。
1986年に『りぼん』（集英社）で連載を開始し、2021年に原作
35周年を迎えました。原作コミックスは全18巻が発売中。発
行部数は累計3,250万部を突破（デジタル版を含む）、海外版
はアジア各国でも出版されました。1990年からはテレビアニメ
放送もスタートし、フジテレビ系列で毎週日曜日夕方6時より
放送中。中華圏をはじめとする海外でも放送され、世界中の
老若男女を魅了し、長きに亘り愛され続けています。

Webサイト： https://www.chibimaru.tv/
公式X（旧Twitter）： @tweet_maruko
（https://x.com/tweet_maruko）
Instagram： @chibimaruko_official/
（https://www.instagram.com/chibimaruko_official/）
Facebook： https://www.facebook.com/chibimaruko.official/
YouTube：https://www.youtube.com/@ChibiMarukoChannel
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